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高圧帯の圧は靭帯切離犬 (6 例)では22%の圧の低下、切離靭帯修復犬 (5 例)では 6%の上昇を示し、







3) His 角を鈍角化 (10例)すると、 2 つの内圧実験においていずれも約 4%の圧の下降しか示さず、
また食道炎も生じなかった。
4) Heller' s myotomy (12例)により、 1 度・ 4 例、 2 度・ 7 例、 3 度・ 1 例の食道炎を惹起せしめ
た。また組織学的所見として充血、浮腫、高度の炎症性細目包浸潤、上皮の局所性萎縮、漬蕩らが認め
られた。
一方、この myotomy に脚被覆を加えた群 (5 例)では、 0 度・ 2 例、 1 度・ 3 例であり、 myotomy
単独操作群にくらべてはるかに軽度であった。また、食道より胃への通過状態は良好で、あった。








2) 従来より逆流防止についてヒトの His 角の重要性がいわれてきたが、犬の場合はほとんど影響
を与えていないようである。
3) 手術時下部食道噴門部の筋層を破壊することは逆流性食道炎の発生をもっとも容易ならしめ、
またこのような強い炎症を起こす場合にでも横隔膜左脚を被覆することは食道内への胃内容の逆流を
抑制し、食道炎の発生を防止する上に有効な手段となりうることが判った。このことは臨床上術後逆
流性食道炎がもっとも頻発する噴門側胃切除術において、食道炎防止のひとつの術式としての応用を
示唆するものである。
論文の審査結果の要旨
本論文は下部食道噴門外科における術後逆流性食道炎の防止を目的として行われたものである。
そのために、まず食道胃境界部の逆流防止機構の解明を試み、多数存在する逆流防止因子のうち、
横隔膜食道靭帯をとりあげ、これらの組織構造を明らかにし、ついで靭帯の役割と他の諸因子との関
連を明確にした。
これらの研究成績はきわめて複雑であるといわれる逆流防止機構の解明に寄与するところ大であり、
この論文により初めて靭帯と諸因子との相互関係が明らかにされた。また、この結果から導き出され
た食道炎防止の一手段としての横隔膜脚被覆は優れた逆流防止作用を示すものであり、臨床への応用
を示唆するものである。
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